
『赤ちゃんのための虫歯菌感染対策システム～虫歯０達成プログラム』

はじめに

　このたびは本テキスト

　「赤ちゃんのための虫歯菌感染対策システム～虫歯０達成プログラム」を

　申込みしていただきありがとうございます。

あなたさま,そして赤ちゃんおよびご家族のみなさまにかならずやお役に立てると

思います。

みなさまの喜んでいる顔をイメージしながらやっとできあがりました。

このテキストはあなたのご家族から、これから生まれてくる赤ちゃん、あるいは

もうお生まれになった赤ちゃんへの虫歯菌感染をたち切る方法を教えるためのものです。

お母さんがお子さまの歯医者さんになっていただけるようにわかりやすく解説しています。

そしてぜひ虫歯のまったくない健康な子どもに育てていただきたいと思って

膨大な国内、海外の研究データ、参考資料をもとに１３ヶ月以上の歳月をかけて

完成させました。

虫歯菌の感染をふせぐことは科学的に、理論的に可能な時代になりつつあります。

しかしその方法を具体的に説明できる歯科医はまだほとんどいません。

　残念ですが日本は虫歯後進国です。歯のほんとうの大切さ、価値がじゅうぶん理解され

ていません。歯は人生に大きく影響します。歯でとても損している人がほとんどです。

最先端の歯科研究からうまれたこのプログラムを実践し

お子さまへの虫歯菌感染を予防してすばらしい環境を与えてあげてください。

そのために必要なのはまず知識そして実行力、最後に継続力です。

いくら知識があってもそれを実行しなければどうしようもありません。

そしていくら実行しても一時的なものではやがて感染し、虫歯ができてしまいます。

つまり対策の成功は習慣として継続できるかどうかにかかっているのです。

そのためテキストには図解、イラストを多用し読みやすくわかりやすく説明しています。

しっかり習得して身につけてください。
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【著作権について】

「赤ちゃんのための虫歯菌感染対策システム～虫歯０達成プログラム」
 
（以下本教材と記す）は無料ですが著作権法により保護されている著作物です。
 
本教材の著作権は脇本安雅に属します。
 
著作権者の許可なく複製、流用および転載転記、転売、配布、翻訳等すること
 
を固く禁じます。
 
 
 
 
 
 
■　教育講座受講上のご注意　
 
本講座は第１～第6ステージまで全6ステージから構成されています。
 
すべてを一度に読むとかなりの分量があります。といっても読みやすいように
 
余白、図解、イラストをいれていますのですらすら読んでいただけると思います。
 
しかし、１、２回読むだけで理解することは難しいと思われます。
 
どんな本でも７回ぐらい読まないとその中身をすべて吸収できないといわれています。
 
本講座も例外ではありません。できるかぎり一般のかた向けにわかりやすく、
 
よみやすく、理解しやすいように配慮しておりますが、
 
やはり何回も読みかえして理解を深めてください。
 
読むたびに発見があり、理解がより深まるはずです。
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実際に実行していただかなくては宝の持ち腐れになってしまいます。

なにも行動しなければ将来はかわりません。

簡単にいいますと今のあなたの状態は過去のあなたの行動、選択の結果です。

つまり今この瞬間の行動、選択しだいであなたの未来、赤ちゃんの将来が決定される

ということです。どうか自信をもって実践してください。

赤ちゃんを守れるのはお母さんとお父さんしかいません。そして継続できるかどうかが

すべてです。赤ちゃんはほんとうに真っ白な状態で生まれてきます。

一生の財産になる、虫歯になりにくいきれいな歯をプレゼントしてあげてください。

それはお金にはかえることのできない、ほかのものでは得られないすばらしい贈り物

なのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■　各ステージのご案内

★第１ステージ＝この教材の目標、コンセプトのマスターステージ

まず最初にこのステージで教材取り組みへの強力な動機付けをねらっています。

現在この講座のほかには、赤ちゃんへの虫歯菌の感染対策方法を具体的におしえるものは

ございませんので少し世間の常識をこえた内容になっています。このステージで

いまあなたのもっている常識の壁を一旦こわしてもらいます。そうすることにより

そのあとスムーズに正しい知識を吸収していくことができます。

★第２ステージ＝歯科分野での基本事項、基本知識のマスターステージ

知識は力です。必要なこと、たいせつなこと、正しいことを知っているかどうかで人生が

大きく左右されます。まずは必要な基礎知識をしっかり吸収してください。

できるだけわかりやすくかきましたので理解しやすいと思います。

　　　　　　    Copyright  2008  Yasumasa Wakimoto All Rights Reserved© 　            -３-



★第３ステージ＝リスク管理という考え方のマスターステージ

このステージも虫歯０達成にかかせない部分です。なぜこれまでの歯科治療で虫歯が

なおらなかったのか、そのわけもわかります。リスクというキーワードがポイントです。

あたらしい考え方ですので何度も読んでください。

★第４ステージ＝妊娠期～乳児期の注意事項と必要知識ステージ

このステージからいよいよ各論に入ります。もうご出産されたかたも必ず読んで下さい。

妊娠、出産、乳児の育児について知っておかなくてはならないことをまとめています。

虫歯菌の感染予防は家族単位で取り組まないと成功しにくいのでお父さんにもかならず

読んでもらってください。

★第５ステージ＝虫歯０プロジェクト～プログラムマスターステージ

ここでは第２ステージをさらに深く解説していきます。

本講座の中心部分になります。かなりボリュームがあるので最低でも７回は読みかえ

してください。

★第６ステージ虫歯０達成へ応援、加速ステージ

おそらくはこのプログラムをきちんと実行、継続して注意事項をまもっていただければ
 
多くのお子様は虫歯菌に感染することなく一生虫歯にならない元気で幸せな生活、
 
豊かな人生がおくれると期待しています。しかしあらかじめ知っておいてほしいことは
 
虫歯菌感染＝虫歯発生ではないことです。
 
ですからもし虫歯菌感染したとしてもけっしてあきらめないでください。
 
というのも今現在この感染防止プログラム内容はほとんど知れ渡っていないため、
 
現実的に虫歯菌にまったく感染しない子はごくわずかです。
 
現状では虫歯菌に感染しているのがふつうで常識です。
 
それを改善していくことがこのプログラムの目的です。
 
この最終ステージではもし感染した場合の注意点や今後の継続のポイントなど
 
についてご説明します。 
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ここからが対策講座本編スタートです！

◎　ステージ１　◎  

本教材の目標、コンセプトのマスターステージ

第１ステージ目次

■０　虫歯０への道しるべ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ６ 

■１　目標と最終目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ７

■２　中間目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ９

■３　第一目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ９

■４　方法と理論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ１０

■５　家族全員で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ１１

■６　基本コンセプト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ１２　

■７　子どもの歯は親しだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ１３

■８　当教材について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ１４

■９　親の権利と義務、責任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ１５

■１０　教育の重要性と必要性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ１６

■１１　歯の生涯価値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ１７

■１２　歯と全身との関連　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ１９

■１３　虫歯の世代継承　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ２0 

■１４　感染症とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ２1

■１５　遺伝とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ２２

■１６　歯科恐怖症とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ2３

■１７　得られる多大なメリット、ベネフィット　　　　　　　　　　　　  ｐ２５

■１８　エッセンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ｐ２８
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■１－０　虫歯０への道しるべ
 
 
 
 
まず妊娠期間中から親自身の虫歯菌対策を実施し虫歯リスクを改善します。

これが第一段階になります。

そして出産後に赤ちゃんへの感染対策を実施します。

そのとき１００％の確率で感染防止できればいいですがそれは現実的に不可能です。

このプログラムをしっかり実行し、継続していただければ、

大部分の方は感染防止できると思われますが、それでも１００％はありえません。

そしてここが大事なところですが

虫歯菌の感染がイコール虫歯の発生ではありません。

たとえ感染しても虫歯にさせないことは可能です。
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したがいまして、もし感染した場合でも虫歯０達成を目標にあらかじめ考慮し、

プログラムを構成しています。

虫歯菌感染していても虫歯のできやすさは科学的にコントロール可能な時代です。

それには

①できるだけ早期には感染させないこと。

②感染させた場合にそなえて虫歯菌の質、量をあらかじめ改善しておくこと。

この２つで虫歯の発生を防ぐことが可能です。

したがって早期に感染させないかぎり過度に心配する必要はありませんので

安心してください。

このプログラムを実践するかしないかでお子様の歯の運命が大きくかわります。

どうぞ自信と信念をもって取りくんでください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■１－１　目標と最終目的

このプログラムの目標は

「親からこどもへの虫歯菌感染を予防する方法をおしえること」です。

コンセプトは”お母さんが赤ちゃんの歯医者さんになる”です。

そして最終的な目的は

「実行されたご家族が健康で幸せな人生を送るための一助になること」です。

健康な状態は生きていくための目的ではありません。
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健康は生きていくうえでのひとつの手段です。

でも健康は楽しく充実した幸せな生活をおくるためのたいせつな条件になります。

健康でなければ毎日の生活が心から楽しめません。

同じようにお金も生きていくうえでの目的ではありません。

お金も生活のためのひとつの手段です。

そしてお金をいくら持っていても健康でなければ困ります。（その逆も困りますが。）

　したがって健康の維持と増進にお金を使うのは決してむだではありません。

じっさいに健康の維持増進や病気の予防にお金を費やすほうが、病気になって多大な

治療費がかかるよりも費用対効果に優れていることはかずかずの調査から

あきらかになっています。

虫歯をはじめ、病気を未然に防ぐほうがじつはとても安あがりなのです。

健康と同様に虫歯予防も最終の目的ではけっしてありません。

それはあくまでも快適に元気に楽しく生きていくための手段のひとつです。

人生の最終目的は楽しく幸せで豊かな生活をおくることだと私は思っています。

赤ちゃんが一生、虫歯にならず健康に充実した人生がおくれるとしたら

それは本当にすばらしいことです。

健康な歯をもつことで生活の質いわゆるクオリティオブライフ（QOL）が向上し、

とても豊かな暮らしにつながります。

この教材の目標は、人生の目的達成に役立つ虫歯のない健康な歯という資産を

赤ちゃんにプレゼントする方法をおしえることです。

そしてその方法を実行することにより同時にご両親自身も虫歯の対策ができ

自分の歯がまもれます。

なぜなら、まずご両親の虫歯の危険性を低下させることが赤ちゃんへの

虫歯菌感染予防の第一歩だからです。

つまり親子の両方にWINWIN（ウィンウィン）のよい関係がうまれるしくみに

なっています。

感染対策、虫歯予防そのものが目的になってしまって楽しい暮らしがおくれないようなら

本末転等です。くれぐれもその点はご注意下さい。
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感染対策、虫歯予防は幸せで健康な人生を送るための手段です。

最終目的はお母さんお父さんから

あかちゃんに虫歯のない健康な歯をプレゼントしてもらい、

家族全員に楽しい暮らし、幸せな人生をおくっていただくことです。 

■１－２　中間目標

プログラムを実行していくうえで、標準的な中間目標は

２０才の成人式まで虫歯０を維持することと設定しています。

今それを達成できている人は統計資料からおよそ10～12％です。

わずか９～10人に１人の割合です。一般的にはかなりきびしい目標です。

ここをまず中間目標にしてみてください。そのあと２０才以降については本人の責任とな

ると思われます。北欧でも19才まではすべて無料で歯科検診、歯科治療が受けられます

が、２０才以上からは全額自己負担です。

もし成人式を虫歯なしで迎えられたらすばらしいことです。ぜひお子様の虫歯が1本も

ない状態で成人式を迎えられるようにしてあげてください。

それまで虫歯０をキープできることを中間目標にしてください。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■１－３　初期目標

当面の初期目標は3歳児検診での虫歯０です。
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３才児で統計上からは少ない県で２０％、多い県だと５０％の子が虫歯になっています。

また同一県内、市内でもおおきな差があります。

あなたがプログラムをしっかりと実行し、継続していただければ、

３才での虫歯０についてはほとんどクリアーできると思います。

ふつうは満3才までに虫歯ができてしまった場合かならずといっていいほど

永久歯も虫歯になります。

つまり虫歯になる時期がはやいほどその子は一生虫歯で苦労すると言えます。

その点からみればできるかぎり最初の虫歯の発生を遅らせることが重要です。

　

しかし乳歯の虫歯を反面教師として、そこからもっと対策に気をつけ、永久歯の虫歯

予防に成功される親子もいらっしゃいます。

もっともこの講座では虫歯菌そのものを赤ちゃんに感染させないことをめざしますから、

しっかり実践していただければ、３才で虫歯になる可能性はじっさい相当低い（ほとんど

ない）と考えています。

あくまでも3才児検診での虫歯０という初期目標は

最低ラインと思ってください。

■１－４　方法と理論

感染対策方法は大きく３つにわけて構成しています。

それらはすべて虫歯菌の感染防止に欠かせず、相乗効果、最高の効果をえるために

かならず指示通りに実行してください。

その３つとは以下のとおりです。

①感染させる側の対策。　【５－１プログラムⅠ、５－４プログラムⅣ】お母さんや

　　　　　　　　　　　　お父さん、周囲の家族へのアプローチです。
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②感染をうける赤ちゃん側への対策。 【５－３プログラムⅢ】離乳食や赤ちゃんへの

                                    アプローチなどです。

③感染経路の対策。 【５－２プログラムⅡ】感染させる側と感染をうける赤ちゃんの

　　　　　　　　　　　あいだの対策です。

また理論に関してはのちほど各ステージで説明してありますのでここでは述べませんが

国内、海外の研究、調査で明らかになった科学的に有効な方法に基づいて感染対策

プログラムを組み立てています。

各ステージごとにできるだけわかりやすいように図解を使って説明しています。

歯科においては予防分野においては海外のほうが相当すすんでいる関係で主に北欧、

アメリカの研究調査を参考にしています。

フィンランドの小学生など（特に男子）は１日に１度も歯を磨かない子がけっこう

多いにもかかわらず虫歯の子は日本よりも少ないのです。

もちろんこれは歯を磨かなくてもいいということではなく、ここで言いたいのは

科学的に虫歯は防ぐことができるということです。

（歯を磨かないとたとえ虫歯は防げてもいずれ歯周病で歯を失う可能性が高くなります。）

■１－５　家族全員で

虫歯は家族単位で考えなければならない病気です。

なぜならカゼやインフルエンザ同様、虫歯も感染症のひとつだからです。

インフルエンザのように家庭内で感染するのです。

といっても小学生以上になってからはそう簡単には感染しません。

乳幼児期にいったん口の中に細菌集団のなわばりができあがってしまうと、

あとからべつの細菌の新参ものが入り込むのはむずかしいからです。

　なわばりが完成した状態を細菌の定着といいます。

この定着は乳児～幼児４，５才までの段階で決まります。

定着するまでは親や兄弟から感染がおこります。およそ７０％は母親からの感染です。

しかしその乳児～幼児期を虫歯菌に感染せずにのりこえられたら一安心です。
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それ以降はそれほど簡単には虫歯菌に感染することはなくなります。

もちろん絶対に安心ではありません。

思春期～大人以降になってからキスなどによって感染してしまう可能性はあります。

でもそれはまだまだずーっと先の話ですね。今は横においておきましょう。

ぜひご家族そろって虫歯対策にとりくんでください。

それが赤ちゃんのためでもあるし自分自身のためにもなるのです。

情けは人のためならずではありませんが、

虫歯対策は赤ちゃんのためならずとも言えます。

■１－６　基本コンセプト

この教材のコンセプトつまりねらいは

親から赤ちゃんへ虫歯菌が感染させない方法、虫歯にさせない方法をおしえることで

①赤ちゃんを虫歯の被害から救ってもらい、

②家族全員を健康で幸せな人生に向かわせ、

③歯の価値、たいせつさに気付いてもらうことです。

お母さん、お父さんにお子さんのホーム歯科医になってもらいます。

これまでの歯科医療は治療中心で虫歯ができてからそれに対処する、

いわば後始末のようなものでした。

いまなお日本では虫歯になったら治療すればいい

という従来のあやまった考え方からほとんど抜け出せていません。

しかし歯科先進国である北欧のフィンランド、スウェーデンなどでは30年もまえから

治療中心から予防中心の歯科医療にかわっています。

国全体で取り組んでいるのです。

歯科の分野では日本は完全に取り残されてしまいました。
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この教材プログラムは北欧の歯科先進国の状況にそくした内容ですので

日本の常識とは異なるかもしれません。

日本の常識が世界の非常識であることはいろいろな分野でいわれています。

また逆に世界の常識は日本の非常識であることもよくあります。

歯科の分野でも世界の先進国レベルはすすんでいます。

日本は決してすべての産業分野で先進国ではありません。

歯科予防医療に関して残念ながら日本は途上国、後進国です。

歯を軽視し、あまり意識していなければ将来かならず後悔します。

世界レベルの虫歯対策法をこの講座でマスターしてください。

それはまちがいなくあなたの人生、お子さんの人生を向上してくれるでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■１－７　子どもの歯は親しだい

親の意識しだいで子どもの虫歯は決まります。

たとえば虐待（ぎゃくたい）は暴力だけではありません。

ネグレクトつまり無視も虐待のひとつです。

こどもに虫歯があってもそのままほって置く親がいます。

これも虐待のひとつです。

親からあまりかまってもらえない子どもの虫歯はとても多いのです。

すべての乳歯がひどい虫歯でボロボロになっているケースも報告されています。

　乳幼児の歯の管理はすべて親の責任です。

小学生までは親しだいです。

虫歯は偶然できるものではありません。

こどもの虫歯は親によって作られていることを知ってください。
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虫歯にさせるなんらかの原因があるのです。

その最初の問題が虫歯菌の感染です。

自分の子どもに虫歯がまったくない場合、自信をもって、余裕をもって育児ができます。

おそらく遠くない将来、たくさんの虫歯がある子、数多く虫歯治療した子の親は

肩身がせまい思いをすることになるような予感がします。

それは親がその子の一生の歯の状態を左右してしまうことになるからです。

そして歯の状態いかんで健康状態もおおきく左右されます。

要するに子どもの虫歯、健康、人生は親しだいなのです。

いかに多くの親たちが安易に甘いものをその場しのぎで、

こどもに与えているかと思うとほんとうに胸が痛みます。

砂糖菓子を与えるたびに虫歯になりやすくさせるのです。

しかしその子に虫歯菌が感染していなければそんな時でも大丈夫です。

もちろんしょっちゅうだと困りますが時々なら許されます。

もしお子さんが虫歯菌に感染しなければ少々あまいものを食べさせても

虫歯にならず安心です。

したがって感染してないこどもの育児はストレスが大きく減ります。

しっかり実行して虫歯菌の感染をふせぎお子さんの歯と健康を守ってあげてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■１－８　当教材について

この教材はわたしのオリジナルプログラムです。

他に類似したものは現在ありません。また書籍も発行されていません。

教材プログラムはすべて国内、海外の歯科学分野の研究により
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報告、証明されていることをもとに組み立ています。

しかしわたしと認識、考え方の異なる研究者、歯科医師はどうしても存在します。

フッ素反対派やキシリトール懐疑派、砂糖摂取、離乳食についての意見の相違など

歯科医療関係者の考え方がすべてが一致しているわけではありません。

　

私はこれまでの長い臨床経験と綿密な調査研究および自分の信念と確信に基づいて

当テキストを完成させました。世の中にはいろいろな考えや意見があるとおもいます。

もしなにか実行にあたって不都合な点や困ったこと、

疑問点などがありましたらご遠慮なく質問、相談してください。

できる限りのサポートをしたいと思っています。

■１－９　親の権利と義務そして責任

親には自分の子どもを育てていく義務があります。

そしてそれは同時に権利でもあります。

また育てていく過程においては責任が発生します。

安全に、すこやかに、安心して暮らせるようにやさしく時には厳しく

導いていかなければなりません。

「こどもは親の背中を見て育つ」とよく言われます。

また「子どもを見ればその親がわかる」とも言われます。

すなわち親子はどうしても互いに影響しあうのです。

成長するにつれ、だんだん親の影響力がなくなりますが、こどもが小さいあいだは

父親、母親は絶対的な存在です。

もし親がこれは白だとおしえれば、実際は黒でも白になりかねません。

親の育てかたしだいで子どもの人生はまったくかわります。

どうか尊い意識と向上心、そして自信を忘れないで下さい。
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赤ちゃんは本当に純粋で真っ白な状態で生まれてきます。

赤ちゃんの人生をすてきな、幸せなものにしてあげてください。

そのことをいつも心の片隅に持って赤ちゃんを育ててあげてください。

お母さん、お父さんの想い、愛情、やさしさはかならずつたわります。

虫歯のない健康な歯は赤ちゃんのこれからの長い人生のよきパートナーとなり

かけがえのない財産になるでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■１－１０　教育の重要性と必要性

教育の重要性と必要性はいまさら言うまでもありませんが、

大人になってからの教育がほとんどおこなわれていないことが問題です。

教育はこどものときだけでなくむしろ成人してから本当に必要だといえます。

いうなれば一生涯が人生での学習期間です。

ものごとを知らないことほど怖いことはなく、

知らないがために損することが多いのです。

「知らないものごと、方法、情報」はそれを知らない人にとっては存在していない、

利用できないということです。

つまり「何か」を知っている人と知らない人では、

その「何か」が重大なものであればあるほど全く異なる人生になります。

ノーベル生理学、医学賞受賞のアレキシル・カレル博士いわく

「知識は力である」と。この教材もしかりです。

この教育講座の内容をしらない人は感染対策を実行できないので

これまでどおり、

親から子へ虫歯菌がうつってしまい、代々虫歯で困り続けるでしょう。

　でも高い意識をもった、賢明なあなたのお子さんは救われます。
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お父さん、お母さんであるあなた方がこの教材プログラムを実践して

赤ちゃんへの虫歯菌の感染をふせいであげられるからです。

さらにその子どもさんすなわちあなたのお孫さんも安心です。

いまより先はずーっと虫歯菌感染の予防ができる家系になれるわけです。

これがまさに教育の重要性、必要性そのものです。

本当に必要なこと、大切なことを次世代に教育し伝えていかねばなりません。

　大人にこそ真に役立つ教育が求められます。

子どもを育てていく上で欠かせない情報、知識が不可欠だからです。

もちろんすべての人に伝えられることは理想ですがそれは現実的ではありません。

なぜならあまり意識レベルの高くない人にはいくら大切なことを伝えようとしても、

受け入れ態勢ができていないため残念ながら伝わらないのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■１－１１　歯の生涯価値

あなたは歯の生涯価値について今まで考えたことがありますか？

おそらくほとんどのかたがないと思います。

仮に試算してみると虫歯のない健康な歯は1本100万円相当の価値があります。

著書に１本１億円とか書いておられる先生もいらっしゃいます。
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まあそこまではないとしても、

わたしは少なくとも１本１００万円の価値があると確信しています。

すなわち28本すべてが虫歯でなければ口の中には

それだけでも2800万円もの資産価値があるのです。

ここではその算定根拠は省きます。
 
 
 
自分の歯についていつもは
 
まるで空気のように普段はまったくその存在すら意識していません。

でも、もし空気がなければ困ります。困るというより空気がないと生きていられません。

同じように歯を失いかみにくくなるととても困ることになります。

ひとつだけ空気とちがうのは死ぬことはない点です。

しかし歯の喪失は健康状態はもちろん、多くのことに影響します。

歯も空気のようにそれがなくなってからでしか本当の大切さ、価値がわからないのです。

だからこそ前もって虫歯や歯周病を予防するのが困難なのです。

でもあなたの赤ちゃんは幸運です。

生まれながらにして、意識の高いご両親によって

大切な歯を虫歯菌感染から救われるからです。

とてもよい環境で歯がまもられ、虫歯にならなければ

その価値はその子の一生にわたり維持できるのです。

ご両親の歯も同時に守られいくはずです。

もちろん2800万円に相当する資産を守るのですからそれ相応の実践は必要です。

しかしその内容は決してむずかしいものではありませんし

実行、継続の意義があるものなのです。

いちど習慣になればご家族の歯は良好に保たれ健康な生活がおくれるでしょう。
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■１－１２　歯と全身との関連

歯は全身の健康維持に直結します。

歯が多く残っている人ほど健康で長生きしているという調査は数多くあります。

最新の研究でもよく咬めるひとはあまり咬めないひとよりも

心血液疾患による死亡リスクは明らかにひくいこと（約５分の１）が報告されています。

生まれてくるお子さんの虫歯予防のために、

両親自身の虫歯のリスクを減らすことで

親自身も健康になるわけです。１石２鳥どころかまさに１石３，４鳥です。

ご家族全員で赤ちゃんの虫歯予防に取り組むことで

たがいに相乗効果が生まれ好循環になるわけです。

２０～３０才代から歯の健康維持、管理に意識が向かうことで

将来歯を失いやすい年代（５０～６０才代）になったときに、

とても大きなメリット、価値がうまれます。

ふつうのひとにくらべて一生自分の歯で食べられる可能性が高まります。

これはお金で手にいれることができません。

　

いまは、じつに８４％以上の人が入れ歯（部分入れ歯、総入れ歯）になっているのです。

赤ちゃんの虫歯菌感染を防ぐこと、虫歯を防ぐことで

２次的に親自身、自分の歯が守れ

一生涯自分の歯でかめて健康の維持増進にもなるのです。
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ですから、赤ちゃんへの虫歯菌の感染対策ほどやりがいのあることは

ほかにあまりないでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

■１－１３　虫歯の世代継承

　いま現在、日本では虫歯も歯周病も次世代へと受け継がれています。

ごぞんじのように虫歯も歯周病も遺伝ではありません。

つまり虫歯、歯周病という不要な悪しき伝統をあなたが断ち切ることができるのです。

生活習慣をかえればあなたの赤ちゃんの代から虫歯なしになれるのです。

こどもたちを虫歯にさせるのはやめてほしいのです。

虫歯はたまたまできるのではなく、虫歯にさせられているのです。

親があまり意識してないから気付かないのでしょう。

きつい表現ですが、こどもの口にいる虫歯菌に親が砂糖をいうえさを与え

必然的に虫歯を作らせているようなものです。

５歳で６０％の子が虫歯になっているいまの状態はどう考えても多すぎてほんとうに

残念でなりません。虫歯は科学的にコントロールできるのです。

どうぞしっかりとこの講座をマスターしてお子さんの歯をまもってください。

虫歯になって何度も治療するのは本当にもったいなく苦痛なことです。

いくら考えてみても虫歯になっていいことは何もないのです。

ごぞんじのように虫歯は感染症ですから、正しくアプローチすることで感染防止できます。
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おさない時期に虫歯菌に感染しなければ一生虫歯０は十分可能です。

わたしの予想ではおそらくいずれ虫歯のある子はめずらしい時代がくるでしょう。

将来的には虫歯菌ワクチンもできているかもしれません。

でもあなたはそれまで子供を産むのを待つわけにはいかないですよね。

しかしこの教材があるから大丈夫です。

しっかりプログラムに取り組んで一生虫歯で苦労しない赤ちゃんにしてあげてください。

いま、楽をして、一生苦労する虫歯にさせてしまうか、

いま少しがんばって、一生虫歯にならない子にしてあげるか、

それを選ぶのは、お母さんそしてお父さんです。

ぜひ虫歯の次世代継承をストップさせてください。

そのためにこのテキストを作ったのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■１－１４　感染症とは

感染症としてはかぜやインフルエンザ、エイズ、食中毒などが代表的なものです。

生まれながらにしてひとがもっていない細菌、ウイルスなどが

体内に入り増殖することを「感染」と呼びます。

そうして起こる病気が感染症です。

それはひとからひとへうつる伝染性感染症と

伝染しない非伝染性感染症にわかれます。

虫歯はインフルエンザのような伝染性の感染症であることがわかっています。

伝染性感染症はワクチンが開発されているものも多く、前もって予防接種をおこない、

感染しても軽い症状ですむようになるものもあります。

　しかし虫歯用のワクチンはいまだできてはおらず、まだ当面できる気配はありません。

虫歯ではミュータンス連鎖球菌群がその最も強力な原因菌です。

ミュータンス菌にまったく感染していない人は日本人の場合数％でしょう。

正確な統計はありませんが５％以下であると思います。
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つまり感染しなければ発症しないわけですから

対策さえとれたらさけられるわけです。

でも対策の知識がないためにいまも世代をこえて感染がおこっているのです。

とくに日本は虫歯菌の感染率が高い国ですから

あなたのまわりの反対意見や懐疑的意見も多くなることも予想されます。

でもそんな無知なひとのことを気にすることはまったくありません。

虫歯菌に感染させなくてすむのなら、

親としては感染させないであげたほうがいいにきまっています。

感染症は科学的に防ぐべきものです。

ときどき虫歯菌の母子感染という言い方をする先生もおられますが

正確にはこれは母子感染ではありません。

母子感染とは母親の体内や、産道などで感染し生まれてきたときに

すでに感染しているケースをいいます。

C型肝炎などでは母子感染することがあります。

虫歯菌は正確には母子感染ではなく唾液（つば）を介した伝播感染にあてはまります。

だから予防が可能なのです。

感染症であっても母子感染ならふせぐことができません。

虫歯菌は後天的にうつるものなので対策しだいで感染防止できるのです。

■１－１５　遺伝とは

遺伝とは生まれるときその子の遺伝子にあらかじめ親から受け継いだ情報

がはいっていることです。

すなわち遺伝が原因の場合はふつう生まれてからはもう予防することができません。

いつその症状があらわれるかはわかりませんがいずれ起こります。

いろいろな病気、疾患に遺伝が関係しています。

近視、アレルギー体質、先天遺伝の病気ほか遺伝が関係している疾患は

予防しにくいのです。

遺伝の要素が高い病気ほど対策がとれません。
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でも幸運なことに虫歯は遺伝ではありません。

さきに書いたとおり後天的な感染症の１つです。

だからうつさなくできるしコントロールが可能です。

じっさい赤ちゃんの口の中には生まれたときには

虫歯菌（ミュータンス菌群）はまったくいません。

つまりこれらはいなくてもよい、いない方がいい細菌です。

　もうこれ以上親から子へ虫歯菌を伝えていく必要はまったくありません。

このことに気が付くのになぜこれほどの時間がかかったのか

少し情けない面もあります。

でもあなたの赤ちゃんには間に合いました。

ぜひあなたの代で虫歯を止めてあげて下さい。

虫歯は遺伝しないのにまるであたかも遺伝しているかのように

うつし続けてきたのが真実なのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■ １－１６　歯科恐怖症とは

　歯科恐怖症というものをごぞんじでしょうか？

虫歯ができて痛いのに歯医者に行けないほどの恐怖、不安を感じてしまう

精神的な病気のひとつです。

ひどい場合にはもちろんその恐怖症それ自体の治療からしないといけません。

これは幼いころの歯科治療経験による恐怖心、痛み、トラウマ、おそれ、

つらい思い出などが原因になっているといわれています。

多かれ少なかれ歯医者への恐怖心はほとんどの人にあります。

　　　　　　    Copyright  2008  Yasumasa Wakimoto All Rights Reserved© 　            -２３-



それが病的な状態にまでなったのが歯科恐怖症です。

まったく虫歯がなくて歯科にほとんどかかったことがない人は

歯医者にたいしてとくになにも感情をもっていません。

それに対し虫歯で痛んで歯医者で治療を受けこわい経験、痛い思いを多くしたほど

いやな感情をもち歯医者ぎらいになるようです。

一般に歯医者がきらわれているのはそういう単純なわけからです。

ほとんどの人がおさない時の虫歯治療で痛みをうけ、いやな思いを潜在的に

無意識レベルで覚えているのです。

ですからおとなになっても少しの異常、いたみでは歯医者にいきたがらないひとが多く

悪循環になっています。

もし子どもに虫歯ができず歯医者にたいし悪い感情をもたずに育ったなら

将来的にも歯医者に恐怖をかんじることなく、歯科にかかりやすく定期検診が

受けやすくなります。

歯医者に恐怖心を持つ人はできるだけ歯科に行きたくないので

とくに痛みもないときに検診のために歯科医院にいくことはふつうありません。

調査では約半分のひとは少しのいたみ、違和感では歯科を受診しません。

そのため受診がおくれがちになりようやく来院したときにはすでに

症状が悪化しているのです。

　歯科恐怖症はそれほど世間で問題になってはいませんが

私は日本人の歯が先進国のなかで状態がわるいのはこの歯科に恐怖心をかんじるひとが

かなり多いことにあるのではないかと推測しています。

いちど歯科治療時にこわさをおぼえるとそれは潜在意識にのこり生涯にわたり悪影響を

およぼすことになるのです。

ですから虫歯にさせず良好な口腔内環境をこどもにあたえてあげることは

とてもすばらしい意味ある有意義なことだと言えるのです。
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■１－１７　得られる多大なメリット、ベネフィット

この教材プログラムを実施することでえられるのは

単に赤ちゃんに虫歯菌が感染しないことだけではありません。

それ以外にも２次的、３次的におおくのメリットがもたらされます。

そして赤ちゃんに虫歯感染が起こさせないことで得られるメリット、利益についても

たくさんあります。

それらのことに気が付いているひとがどれだけいるでしょうか？

主だった項目をもういちど順番にみていきましょう。

　　　　

★育児ストレスの軽減

　虫歯の心配がなくなれば育児していくうえでのストレスがおおきくへります。

なぜなら神経質にお菓子や砂糖などに注意しなくてすむからです。

歯医者に行くのも年１、２回でいいはずですし、虫歯がないので

よく食べてくれる健康な子に育つでしょうし、とにかく良いことずくめです。

★育児が楽しくなる

　そしてストレスがへることで育児に余裕がうまれ楽しく育てることができます。

虫歯や歯に関するさまざまな雑事に気をつかわなくてすむからです。

　　　　　　    Copyright  2008  Yasumasa Wakimoto All Rights Reserved© 　            -２５-



★経済的効果

　これは無視できません。虫歯になると治療にいくたびに費用がかかります。

乳児医療などで無料になるとしても通院にかかる時間、手間をかんがえれば

とても大きなロスになります。

それに加えおかあさん、お父さんのあたらしい虫歯ができなくなることで

その治療費も不要になります。健康な歯１本は１００万相当の価値があります。

生まれながらにもっているその資産を守ることがどれだけ経済的か

何度も虫歯を治療した人ならすぐにわかるでしょう。

自分の歯を何本も失ってそれを補うために何百万円もかけて歯の治療するひとも

いるのです。

★歯並び、かみ合わせ

虫歯のないしっかりかむ子に育てば、歯並びがわるくなりにくくなります。

かめない子が増えておりそれにともないかみあわせに問題のある子もとても多いです。

しっかりかめる子にするには虫歯がないことが基本です。

★こどもの発育、脳の発達をうながす

虫歯の多い子は知能面、運動面で発育が遅れることをアメリカの研究者が報告しています。

虫歯にならずガムをかむことで心身ともに発達がうながされるわけです。

★自信、自尊心　

自分の子どもが一本の虫歯もない子であれば

それはとても大きな自信、自慢になります。

２０才まで全く虫歯がない子はいまはまだまだ少ないので、

虫歯ゼロで成人式がむかえられたらそれは子どもにとっても親にとっても

ほこらしく自慢していいことではないでしょうか。

★ダイエット効果

　これはお母さんにうれしいことですが、ガムを上手に利用することで
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ダイエットの効果も期待できます。

ダイエット効果を期待するには食後より、食前の３０分まえにガムをかむと効果的です。

いつもの食事をただよくかんで食べるだけでダイエットになることは

科学的にもわかっています。

それは咬む健康法＝フレチャーイズムといわれよく知られています。

早食いは万病、肥満の元です。ぜひよくかんでたべてください。

そしてじょうずにガムを利用してください。

★自分自身、家族みんなの虫歯対策

　これもとても大きなメリットです。

子どもへの感染予防のためにはまず自分自身、家族の清潔な口腔管理が求められます。

親の口の中が虫歯菌がウヨウヨでは簡単にこどもにうつってしまいます。

まずは親の虫歯リスクをへらすことが基本にあるのです。

それがそのまま赤ちゃんへの感染予防につながっていくわけです。

★自分の歯が多く残せる

これも２次的なメリットです。虫歯予防をふくめ自分の歯の管理が行き届くことで

将来残せる歯の数がふえます。

できるだけ妊娠期をじょうずに乗りこえることが自分の歯をまもることにつながります。

それにより一生じぶんの歯でたべられる可能性が高まります。

★口臭予防

歯垢がへることで口臭の予防にもなります。さらにガムを利用することで

唾液の分泌が促進しさらに口臭予防効果につながります。

★若返り効果

ガムをかむことが若返り効果を生みます。これも最新の研究でわかってきました。

アンチエイジング効果が期待できます。

★ボケ予防
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若いかたにはまだ関係のない話ですがかむことで血流がよくなり

脳が活性化しボケの予防にもつながることが報告されています。

★健康維持、増進

歯を適切に管理し守っていくことで一生じぶんの歯でたべることができ

健康な体が維持しやすくなります。

歯の数と健康度は関連していることがわかっています。

健康な人生をおくりたければ自分の歯をできるかぎり長く多く残すことが

その近道なのです。

★幸せな人生へのみちしるべ

まだまだ若いひとにはまったく想像できないでしょうが

食べる楽しみは人生の後半でもっとも大きな楽しみだといわれています。

食事を自分の歯で食べられるのと、入れ歯でたべるのでは

同じ食べるといってもまったく異なります。入れ歯ではおいしく食べられないのです。

一生自分の歯で食べられる人は最後にとても大きな喜びを手にすることが

できる人なのです。

■１－１８　エッセンス

お疲れさまでした。第１ステージはいかがでしたか？

このステージは全体が抽象的ですからやや読みにくいところもあったと思います。

また似たようなことを繰り返した部分もあります。

それはすべて計画的に意図してのものです。

でもこのプログラムをはじめるにあたって、

ぜひとも最初に理解しておいてほしいことを書きました。

ぜひ何度も読み返してあなたの心の扉をひらいて受け入れ態勢をつくって

やる気を高めていってください。

受け入れ態勢が十分できていないと（たとえると打席での準備が整っていないと）

いくら役立つ知識を伝えても（いくらストライクを投げても）

実行できません。（ホームランは打てません。空振りしてしまいます。）

このステージで理解してもらいたい大切なことは以下のことです。
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① 虫歯菌は親子間の感染で代々うつってきたこと。

② 虫歯菌感染、虫歯リスクはコントロールできること。

③ いまは知識のある人がほとんどいないため相変わらず親から子へうつしていること。

④ 子どもへ虫歯菌の感染を防止することは親自身の歯を守ることにもなること。

⑤ そしてそれにより家族全員の健康維持、増進もはかれること。

⑥ 歯はとても価値ある存在にもかかわらず、ふだんはそれに気が付かないこと。

⑦ 赤ちゃんの虫歯をまもれるのは両親しかいないこと。

⑧ 虫歯予防は最終目的ではなく、それは幸せな人生への階段であること。

⑨この講座を習得することでお母さん、お父さんがお子さんの歯医者さんになれ

歯科医院での虫歯治療が必要なくなること。

以上です。少し休まれてから次の第２ステージへ進んでください。

つぎの第２ステージでは

虫歯菌の感染予防に必要となる歯科における基本知識をマスターします。

それらはお母さん、お父さんが赤ちゃんの歯医者さんになるために

欠かすことができない大切な内容です。

しっかり身につけてお子さんをそしてご自身をまもってください。
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